
平成26年度以降の硫黄島に係る遺骨収集帰還の取組方針(修正案)の概要

区 分
対  象
箇所数

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

１ 滑走路地区等の掘削・遺骨収容

① 壕 3 壕 再１
壕 新１
壕 再１

② 滑走路 101 滑走路 30 滑走路 71

芝生区域、集水区域 1,637
芝生区域
1,114

集水区域
323

集水区域
200

誘導路・給油施設等 60 誘導路・給
油施設等17 

誘導路・給
油施設43

③

④

⑤

⑥

庁舎地区

滑走路地区及び周辺部で
確認されている地下壕の
構造解析・調査

改良型地中探査レーダの
開発・探査及び面的ボー
リング調査・遺骨収容

プレキャスト版実証実験
に伴う掘削調査

1,559 55 ４ 23 850 627

２ 外周道路外側の面的調査・遺骨収容

３ 平成23年度～25年度の面的調査により確認
された壕等からの遺骨収容 トーチカ１

４ 滑走路地区周辺以外の地下壕探査
・壕の構造解析及び閉塞地点のボーリング
調査
・改良型地中探査レーダによる北飛行場跡地
のボーリング調査

※ 庁舎地区については、平成27年度～29年度に掘削調査を一部実施済み。（御遺骨は確認されなかった。）
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30年度

29年度

28年度

27年度

26年度

24年度

25年度

N

滑走路西側
集団埋葬地

摺鉢山山麓
集団埋葬地

平成26年度以降の硫黄島遺骨収集帰還事業について

滑走路地区のレーダ探査・面的ボーリング調査（令和元年度～６年度実施）
滑走路地区・庁舎地区の掘削・遺骨収容 (平成26年度～令和７年度実施)

平成23年度から30年度に
 発見された壕等の遺骨収容
（平成26年度～令和７年度実施）

北飛行場跡地のレーダ探査（令和２～４年度実施）
北飛行場跡地のボーリング調査（令和７年度実施）

プレキャスト版実証実験に伴う掘削調査
（令和７年度実施）

23年度

全伐開による表層の遺骨調査
（令和７年度実施）
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令和５年度から実施している「硫黄島の滑走路の維持管理に関する技術検討」において、硫黄島の地
形変動に対応する手段として、プレキャスト版での補修は『施工速度が速いことから技術的な課題を克服
する有効な手段の１つ』との見解が示されたことから、実際に、硫黄島においてプレキャスト版を使用し、
滑走路を速やかに補修することが可能であるかを確認すべく調査検討（実証実験）を実施する。

プレキャスト版での実証実験を行うことにより、実施箇所（接続誘導路）を剥離する必要が生じることから、
その剥離した箇所において、厚生労働省によるご遺骨確認を行う。

〇令和７年度予算（令和７年度２国）について（防衛省）

硫黄島滑走路 実施サイズ（長さ：約50ｍ（予定）×幅：約23ｍ×深さ：約３ｍ※S19旧地表面まで）

仮置き場でのご遺骨確認イメージ 完了イメージ（厚木飛行場プレキャスト）実施箇所（硫黄島N-3誘導路）

防衛省提出資料



収容遺骨概数

未収容遺骨概数

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

　

43 26 51 822 344 266 166 42 25

　

34,895 34,866 65,016 136,523 1,000,363 884,971 884,813 1,060,749 1,060,426

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

（柱） （柱）

19 17 43 11 46 24 75 66 66

（千円） （千円）

1,360,435 1,395,912 1,371,755 1,358,664 1,360,757 1,394,291 1,499,154 1,511,716 1,511,665

収容遺骨概数　　　　　　　　　　　　　　 約１２８万柱

未収容遺骨概数　　　　　　　　　　　　　 約１１２万柱

　 うち①海没遺骨　　　　　　　　　        約３０万柱

　　　 ②相手国事情で収容困難な遺骨　      約２３万柱

　　　 上記①②以外の未収容遺骨(最大)　 　 約５９万柱

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

 

760 2,038 8,965 8,097 1,983 1,221 2,520 1,411 1,051

 

239,729 240,231 320,941 614,232 1,566,935 1,318,485 1,302,901 1,497,828 1,648,844

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

（柱） （柱）

886 939 839 404 105 75 121 141 204

（千円） （千円）

2,134,377 2,315,644 2,190,925 2,159,787 2,490,790 2,209,125 2,630,809 2,658,151 2,688,657
　※　一部について鑑定中の遺骨があり、数値に変更が生じる可能性がある。

予算額

収容遺骨数

予算額

予算額

収容遺骨数

予算額

（参考）　遺骨収容等の現状（全体）　

海外戦没者概数
約２４０万人

収容遺骨数

収容遺骨数

令和７年３月末現在

硫黄島における遺骨収容等の現状　

戦没者概数
約２１，９００人

１０，７５０柱

１１，１５０柱
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